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青木義男
日本大学理工学部

学部長

1985年日本大学大学院博士後期課程機械工学専攻修了、工学

博士。米国コロラド州立大学工学部航空宇宙工学科客員研究

員を経て、日本大学理工学部教授、日本大学理事、日本大学

理工学部長（現職）。専門は構造力学、安全設計工学、複合

材料力学。先端材料技術協会副会長、日本複合材料学会理事、

強化プラスチック協会理事、日本建築設備昇降機センター理

事、国土交通省社会資本整備審議会・昇降機等事故調査部会

委員、建築事故災害対策部会委員などを務める。



宇宙エレベーター研究について

2008年より宇宙エレベーターの開発研究に従事し，2017年に日本学術会議マスタープラン2017にハイブリット

宇宙エレベーターで採択され（静岡大学と共同開発），内閣府とJAXA主催のS-Boosterで大林組スポンサー賞

を受賞，2018年9月23日打ち上げのこうのとり7号機に共同開発した軌道エレベーター実験衛星が搭載され、世

界初の宇宙空間軌道エレベーター実証実験が行われました。

国土交通省昇降機等事故調査部会の活動について

2007年より昇降機等(昇降機・遊戯機械)の事故調査と原因究明、再発防止対策を検討する部会に所属し、国内の

エレベーター事故現場でのフィールドワークの経験から機械システムの安全設計に関する知見を積み重ねてきま

した。2019年のNHKドラマ10「Miss!? ジコチョー」での技術考証・指導に携わっております。

デジタルツイン研究について

1998年米国コロラド州立大学航空宇宙工学科での客員研究員時代に、機械システムにおけるデジタルツイン解

析手法について研究しました。現在の構造解析シミレーションにセンサーからの時系列データをフィードバック

し、構造解析モデルをアップデートしながら高精度シミュレーションを実現する方法を確立しました。



門内充
SB C&S株式会社

ICT事業本部 MD本部ビジネスソフトウェア統括部

インダストリービジネス推進部

部長代行

キャリア/業務内容

2005年 SBC&S入社 パートナー営業/直販営業を経て、

2012年よりマーケティング部門に従事

現在はCAD/ドローン/ARの事業推進を担当

2011年より孫正義が校長を務めるソフトバンクアカデミアに在籍



企業紹介



企業紹介



企業紹介



柴田一朗
株式会社ミスミグループ本社

次世代MTO開発センター長

ミスミメーカ事業においてグローバル拠点に展開する

経済的でスケーラブルなスマート工場モデル開発

ミスミグループにおいて創る・作る・売るサイクルを

高速で回すための製販一体システム開発

ichiro.g8vx.shibata@misumi.co.jp
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ミスミとは

設立： 1963年（東証一部）

社員： 12,100名
売上： 3,133億円

※2020年3月末ベース

製造業の
イノベーター

機械部品
カタログ販売

ものづくり産業の
社会インフラ

取扱製品 約3,100万点
顧客基盤 32万社

グローバル
サプライチェーン

世界22工場
17配送センター

メーカー事業
＋

流通事業
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世界最大級の取扱製品数

ものづくりで必要なものをワンストップ調達

8,000,000,000,000,000,000,000（800垓）のバリエーション
ガイ
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ミスミの提供バリュー

「半製品」により、低コストと確実短納期を実現1977年にカタログから選ぶだけで精密機械部品の調達を実現

カタログ販売
（紙・eカタログ）

標準化
（型番表記）
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設計データをアップロード、即時見積もり、最短即日出荷

顧客側顧客

30万社

①見積もり依頼

3Dデータアップロード

AI自動見積もり

生産側

デジタルものづくり

③データ連携
②自動見積もり

即時に価格・納期提示
製造プログラムを

自動生成
④確実短納期

高品質な商品を

最短即日で出荷

13

meviy（メヴィー）の概要

出典：DMG森精機株式会社
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meviyプロモーション動画

1分半のショート・バージョンを上映



昨今の働き方の変化により、クラウドの重要性に気づいている企業は増えてきているものの、まだ十分な水準と

は言えません。本セッションでは製造業におけるクラウドの重要性、主な普及促進・阻害要因について考察する

と共に、クラウドの導入の動きにあわせ未来のものづくりがどう変わるか徹底討論します！

本日のテーマ
クラウド時代の製造業

• ～未来のものづくりはこう変わる～



本日のトピック

• クラウドの現状

• クラウドにおける課題

• 製造業におけるクラウドのポテンシャル

• まとめ



製造業におけるクラウドの現状と課題



クラウド時代
躍進する市場規模



企業におけるクラウドサービスの利用動向

出典：「令和元年版情報通信白書」（総務省）
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r01/pdf/n3200000.pdf



製造業におけるクラウドの現状と課題

身近に感じる一般的なクラウドの

利用場面について教えてください

A



製造業におけるクラウドの現状と課題

製造業におけるクラウドと考えた時に、

一番伸びていると感じる利用用途は何でしょうか？

K



製造業におけるクラウドの現状と課題

ご自身のお仕事でご利用中または関連するクラウドは

どのようなものがあるか教えてください

S



製造業におけるクラウドの現状

S

製造

CAD/CAM/CAE
Cyber system

データサイエンス
CV・AI・ML

データサイエンス
ロジスティクスECM

SCM

IoT
Physical system

PLM/PDM
ｻﾌﾞｽｸﾗｲｾﾝｽ
計算Job管理

Webアプリ開発・運用
予測統計ツール

生産管理・現場管理
記述統計ツール

入出荷管理

CPS
製造・販売・物流
全体最適化
処方的統計ツール

スマート工場システム

基幹・業務システムを連携 ⇒ CPSを形成し全体最適化を図りたい
だが現実は…



クラウドにおける課題



クラウドが抱える課題
乗り越えなければならない心の壁

出典: 「Oracle and KPMG Cloud Threat Report 2018」, ZDNet Japan

https://japan.zdnet.com/extra/oracle_201806/35121091/



クラウドサービスを利用しない理由



クラウドにおける課題

クラウドをご利用されている中で、

今まで体験された課題点についてお話しください

A



クラウドが提供できる価値と

現状のギャップなどはお感じになられますでしょうか？

K,S

クラウドにおける課題



クラウドを活用するために

どの様な人材が求められるでしょうか？

A

クラウドにおける課題



クラウドにおける課題

その他もしも課題点があればお聞かせください

S



クラウドにおける課題

パブリック・クラウドの可能性は、既に期待値を超え拡大中（データレイク概念など）
⇒ユーザ能力、システム制約、業務プロセスなどの課題を解消しないと使いこなせない

人 システム

企業文化
業務プロセス

・そもそも知らない、興味ない（教育）
・開発能力欠如（質）
・開発リソース不足（量）

・既存システムの重さ
・複雑に密結合した業務ｼｽﾃﾑ
・外注業者に丸投げの開発ｽﾀｲﾙ

・トップダウンの戦略に載らない
・内製にこだわらない企業文化
・必要な人材を惹きつける努力なし
・人材育成の仕組みなし

K,S



製造業におけるクラウドのポテンシャル



クラウドサービスを利用している理由



クラウドはハードウェアと連携し始めていますが、

今後製造業の機械などとも連動し始める、

または既に行われていますでしょうか？

S

製造業におけるクラウドのポテンシャル



S

製造業におけるクラウドのポテンシャル

DNC

IoTCX提案

顧客(設計者) 工場-A

自動見積・受注 機械加工・検査

データ変換

サブスク
ライセンス

3Dデータ

見積

製品

顧客ﾃﾞｰﾀ

製造ﾃﾞｰﾀ

販売ﾃﾞｰﾀ 創る

作る
売る



クラウドを利活用することで、

創造力への影響はありますでしょうか？

A

製造業におけるクラウドのポテンシャル



今後の仕事の進め方、あり方は

クラウドによって変わるでしょうか？

K

製造業におけるクラウドのポテンシャル



まとめ



製造業における今後のクラウド活用に対して

皆さんが期待されることを教えてください。

K,A,S

製造業におけるクラウドのポテンシャル
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